
令和７年度 秋田大学教育文化学部附属小学校 公開研究協議会Ⅰ

－授業協議会 社会科部会 次第－

期 日 令和７年９月22日（月）

時 間 12：20～14：10

会 場 ２階・４年Ｂ組教室

１ 開会のあいさつ（司会者）

２ 助言者・研究協力者・記録者・授業者の紹介

○助 言 者 三 洲 龍 太 先生（能代市教育委員会）

○研究協力者 外 池 智 先生（秋田大学）

加 納 隆 徳 先生（秋田大学）

○記 録 者 鈴 木 聡 先生（秋田大学教育文化学部附属中学校）

○司 会 者 石 井 知 徳 （本校教諭）

○授 業 者 石 田 智 之 （本校教諭）

３ 進行についての説明（司会者）

４ 社会科の経営説明（２分）

５ 授業説明（３分）

授 業 者 石 田 智 之

提 案 授 業 ４年Ｂ組 命が助かる「防災カードゲーム」で伝えたい

～地震災害からくらしを守る～

６ 提案授業に関連したワークショップ

○カードゲームをつくる追体験をすることで、子どもが防災への取組や課題にどのように

目を向けるかということを基に、社会参加の在り方について考える。

(1)カードゲームづくりの追体験（20分）

(2)子どもの社会参加の在り方について(10分)

研究協力者 加 納 隆 徳 先生（秋田大学）

７ 質疑と協議（45分）

【協議の視点】

８ 研究協力者から（10分）

研究協力者 外 池 智 先生（秋田大学）

９ 助言者から（15分）

助 言 者 三 洲 龍 太 先生（能代市教育委員会）

10 閉会のあいさつ（司会者）

○ゲーミフィケーションを取り入れた学習活動は、子どもたちが課題解決に向けて没頭し

て取り組み、主体的に地震災害対策について考えることにつながっていたか。


